

















































































































































































B=S (El， E2， E3，…， Pl， P2， P3，…) 










































































































*2 r現場(フィールド)Jの定殺については本稿の4.2.の中で改めて給じる。ゃまだ(1997)では、 r現場」という言楽 l' 
にj京則としてすべて「フィールド」というカタカナ・ルビがふられている。その窓図は “多重言語の発想を同時に併 h 




































































スキナーは F科学と人間行動J (Skinner. 1953)の第2j震でこの点について次のように指摘して
いる。
As Ernt Mach showed in tracing the history of the science of mechanics. the earliest laws of science were 
probably the rules used by craftsmen and artisans in training apprentices. The rules saved time because the 
expericnced craftsman could teach an apprentice a variety of details in a single formula. By learning a rule 

















































































































































































ていく。つまりチームの鯛子と「褒めるJ や rpヒるJ には何の図泉関係が無くても、新米監督の立場から見れば、
「叱るJことだけにポジテイプな結J裂が随伴し強化されていくことになる。
これによって、 「甘やかしてはダメだ。私の長年の~督経験に基づけば、*になってピシピシと叱ることが向上



















































































































のまま，制御を加えない，自然Jなどは現場の本質的特徴ではない。[ゃまだ， 1997. p.164-165] 
-現場研究とは，日常的感覚でわかりやすい研究をするのだというわけではない。.....実感や常畿で理解できる
かどうかは法J!IJの正しさを証明する基準にはならない。現場研究はわかりやすい.実感のある，日常感覚の研
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